
次のそれぞれの式について、分配法則を使って（ ）をはずしなさい。

１． ４ × （ ① ＋ ２ ）

２． ３ × （ ⑥ ー ５ ）

３． （ ⑧ ー ２００ ）×
３
４

次のそれぞれの式について、例にならって、①などの項には を、３などの項には をつけなさい。

例． ４ ＋ ⑤ ＝ ３ ＋ ③

４． ３ ＋ ② ＝ ６ ー ①

５． ５００ ー ③ ＝ ④ ー ９００



次のそれぞれの式について、移項して①の値を求めなさい。

６． ３０ ＋ ② ＝ ６０ ー ①

７． ５００ ー ③ ＝ ④ ー ９００

次のそれぞれの式について、①の値を求めなさい。

８． ３ × （ ② ＋ ４ ） ＝ ２ × （ ① ＋ ８ ）

９． ５ × （ ② ＋ ２ ） ＝ ４ × （ ③ ＋ ２ ）

１０． ４ × （ ⑤ ー ８ ） ー ３ × （ ③ － ７ ） ＝ ０



１． ④＋８

３． ⑥－１５０

２． ⑱－１５

６． ①＝１０

７． ①＝２００

４． ３ ＋ ② ＝ ６ ー ①

５． ５００ ー ③ ＝ ④ ー ９００

８． ①＝１

９． ①＝１

１０． ①＝１


